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１	 はじめに	

	 本研究では学習者同士の議論において，重要

な単語の説明を行う学習支援システムを提案す

る．特にグループ学習において，本研究は議論

に頻繁に出てくる重要な単語（以下，重要単語）

の説明を行うことで学習支援を行うことを目指

す．重要単語は議論を行う上で重要な役割を果

たすと本研究では捉え，重要単語の説明をする

システムの開発を行う．従来から学習者に単語

を説明するシステムは Intelligent	 tutoring	

system[1]（以下，ITS）と呼ばれており，1980

年代から研究として進められている．本研究で

は ITS の中でも自然言語によって人間との会話を

行う知的な指導システムである Auto	 tutor[2]の

概念を用いて学習支援を行う．AutoTutor に基づ

いた学習は，質問に対して学習者が回答する対

話形式を取っている．本研究は Auto	 Tutor の概

念を踏まえて，学習者に対する重要単語の説明

による学習支援を実施する．従来の AutoTutor に

よる学習支援では，指導者により，事前に教

科・科目などの話題を対話用データとして登録

し，その後に学習者に対して提供する仕組みで

あった．そのため，議論の様に随時話題が変化

する学習は，事前に学習データを作成すること

が困難であるため，AutoTutor を導入することは

実際の教育現場で実現し難い．そこで，本研究

では，学習者同士の議論している話題に依存し

ない，重要単語の説明が可能な仕組みを提案す

る．提案システムは，議論で特に頻繁に出てく

る重要単語の説明を一問一答で実施する．本研

究では従来の AutoTutor の様に説明する単語を指

導者が予め定めない仕組みとして，指導エージ

ェントを導入する．本研究は報検索や文書推薦

などで幅広く利用される TF-IDF[3]から学習者に

介入する指導エージェントを実装した．TF-IDF

は，ある文書中に出現した特定の単語がどのく

らい特徴的であるかを識別するための指標であ

る．本研究の目標は，議論内容が絶え間なく変

わる中でも，柔軟に参加者に重要単語の説明が

可能なエージェントの開発である．したがって，

本研究は，指導者が事前に学習内容をシステム

に入力しないでも，介入できる指導エージェン

トを TF-IDF を用いて評価を行い，その有用性を

検証する．	

２	 先行研究	

	 Auto	 Tutor は自然言語の会話を行うことで，

学習者が学習できるシステムである．Auto	Tutor

の主な研究は，3 つある．1 つ目は人間の学習に

基づいた教授法である．人間の学習に基づいた

教授法では，Auto	 Tutor を利用する上での指導

戦略として，学生行動のモデリングなどの基礎

的な研究に基づいて学習者に指導するプロトコ

ルを考案し，学習支援を設計している．2 つ目と

して自然言語による指導を補助する技術は，音

声対話システム[4]に関する研究であり，音声認

識，及び音声合成を用いて，学習者を支援する

仕組みである．3 つ目は，AutoTutor の行動に関

する研究であり，正しい回答を行なったかエー

ジェントが自動で判定する仕組みなどの研究が

取り組まれている．本研究は，指導者が事前に

学習データを入力しなくてもエージェントによ

って介入できる仕組みの構築を目指しているた

め，3 つ目の研究に分類される．エージェントに

関する研究は，Auto	 Tutor による質問に対する

学習者の対話から得た回答が適切であるか評価

することが困難な課題である．しかし，多くの

Auto	 Tutor の研究では，指導者が講義前に正解

データをシステムに入力する仕組みである．そ

のため，指導者が正解データを作成できない議

論などの話題が頻繁に変わる内容に介入するこ

とが難しい．そこで，本研究は，指導者が事前

に学習データを入力しなくても，変化する議論

内容に対して柔軟に重要単語の説明を参加者に

行うシステムの開発を行う．	
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３	 実験	

	 本研究は事前に大学生 21 名に対して 3 から 5

名で組み分けしたグループの議論データを基

に，実験で指導エージェントが説明する重要単

語を選定した．本研究は以上で得た重要単語に

基づいた介入実験を行うにあたり 2 つのグルー

プから実施した．1 つ目は介入ありグループとし

て，特徴量から重要単語と判定された単語が発

話で出現した時に単語の説明を指導エージェン

トから与えるグループである．2 つ目は介入なし

グループとして学習者が知らない単語をインタ

ーネットによって調査可能な環境による議論を

するグループである．本研究は介入ありグルー

プ 8 名と介入なしグループ 8 名で各手法 2 グル

ープで実施した．本実験で議論する課題はハロ

ーワークにおける求人票の斡旋問題（以下，求

人票斡旋問題）を議題とした．課題はハローワ

ークの担当者として求職者に最適だと思われる

求人を選ぶ問題である．求人票斡旋問題は医療

事務職を希望する 3 名の求職者が持つ個別の希

望就労条件（以下，求職者の就労条件）が記載

されている県の地図，求人票，回答用紙が学習

者に配布される．はじめに求職者の就労条件で

示されている文章の中から，確認がしやすいよ

うに表に各求職者情報を記入する課題を与え

る．次に 6 つある求人票の中から 3 名の各求職

者に最も妥当な条件の企業名を回答用紙に記入

し，最後に斡旋した理由を記載する形式の課題

とした．本研究は以上の課題から試作したシス

テムの学習効果を測定するために課題前に求人

票に関する単語の理解度テスト（以下，プレテ

スト）と実験後に同様の内容の単語の理解度テ

スト（以下，ポストテスト）を行った．		

４	 結果	

	 介入ありグループと介入なしグループの平均

点，及びテスト点数の差について述べる．まず，

プレテスト・ポストテストの点数の差（以下，

テストの上昇値）の個別の結果を図 5 に示す．	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

図 1	 テストの上昇値	

プレテストの平均点は，介入ありグループ 12.0

点，介入なしグループ 9.6 点であった．次にポス

トテストの平均点は，介入ありグループ 15.1 点，

介入なしグループ 8.5 点であった．さらにテスト

の上昇値の平均は，介入ありグループ 3.1 点，介

入なしグループ-1.1 点であり，介入ありグルー

プが高いことがわかった．	

	 また，求人票斡旋問題の正解数の平均は，介

入ありグループが 1.5 点，介入なしグループが 0

点であり，介入ありグループが高いことがわか

った．		

５	 おわりに	

	 本研究の目標は，議論内容が絶え間なく変わ

る中であっても柔軟に重要単語に対する説明に

よる議論支援が可能なシステムの開発である．

そのため，本研究では指導エージェントが重要

単語から介入するシステムを試作した．本研究

は学習者に対して，指導エージェントから重要

単語による説明を実際のグループ学習で行った

所，単語の意味を学習しており，効果があるこ

とを確認した．しかし，本研究の調査では，学

習者が知らない知識を説明することで，学習効

果があるものの，どの様な介入タイミングが最

も学習効果があるのか厳密に精査ができていな

い．そのため，どの様な介入条件が学習者の知

識の増加に寄与できたのかを指導エージェント

の介入条件から調査する必要があり，今後の課

題とする．	
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